
公益財団法人倶進会 ２０１６年度 第 116 回 公開セミナー 

２０１６度 第４回目のセミナーを下記の通り開催致します 

《日 時》 
２０１７年１月２１日（土）１３：００～１５：００ 
《場 所》 
公益財団法人倶進会事務所（営団地下鉄丸の内線・四谷三丁目駅より徒歩３分） 
新宿区左門町９番地 玉盛ビル３０２号 
TEL：０３－３３４１－４１９０  
《題 目》 
『「トランプ大統領のアメリカと世界」――深まる不確実性の時代』 
《発題者》 
野村 彰男 氏 
（難民審査参与員、特定非営利活動法人青少年育成支援フォーラム（JIYD）理事長） 
（国連）グローバル・コンパクト・ネットワークジャパン（GC―JN）理事・経営執行委員） 
（日本国連協会理事、フォーリン・プレスセンター理事） 
[講師略歴]： 
1967 年 ICU 卒業と同時に朝日新聞入社。政治記者、ワシントン特派員（1979～82 年）、論説委員な

どを経て、アメリカ総局長（91 年～93 年）。論説副主幹から朝日新聞総合研究センター所長（98 年～

2002 年）。要請を受け朝日新聞を退社し国際連合広報センター所長（2003 年～2005 年）。  
早稲田大学大学院公共経営研究科客員教授（2006 年～2008 年） 
朝日新聞ジャーナリスト学校長（2008 年～2011 年） 
国際交流基金日米センター（CGP）所長（2011 年～2013 年） 
[編著書]： 
『国際協力と憲法』（共著、1995 年、朝日新聞）、『日本と国連の５０年』（編著、2008 年、ミネルヴァ書

房）、『アメリカの戦争と世界秩序』（共著、2008 年、法政大学出版）、『社会的責任の時代』（編著、

2008 年、東信堂）、『平和と国際情報通信』（2010 年、早稲田大学出版部） 
《内 容》 
▽トランプ政権は日本時間の今日午前まさに出航したばかりで、タイミングがあまり にもよいと言うべき

か、お話しする側にとっては「まだ何も見えない」難しいタイミン グというべきか。 
 
▽はっきりしていることは、トランプ政権は、バラク・オバマという知性の大統領がな しとげようとした政治

目標、たとえば「核兵器なき世界を目指す」思想、「力の外交か らの脱却」「軍事力行使の可能な限りの

抑制と地上軍派遣への強い抵抗感」といった政 策をスクラップしかねないということ。内政でも「オバマ・

ケア」と呼ばれる低所得層 への医療保険の将来が危ぶまれている。 
 
▽経済政策では高所得層への課税を重くし、財政赤字削減をめざした民主党政策からブッシュ時代の共

和党政策に逆戻り、多国間協調から撤退し貿易問題を二国間の交渉で打開しようという 1970 年代～

90 年代の発想への逆戻り、国外での生産活動を力づくで止め、それで国内での雇用促進ができると考

える単純思考。どれをとっても「偉大なアメリカ」再生への正しい処方箋とは思えない。 
 



▽政権の主要人事は、ことごとくと言ってよいほど政権に理性や知性、政治経験を持ちこんでほしいと願

った米国民や世界の期待を裏切った。政治経験のないビジネスマンの国務長官、タカ派として名高い元

軍人の国防長官や国家安全保障担当、気候変動を否定する環境長官等々、彼らの個人的考えだけで政

策運営ができるわけではないが、懸念材 料には事欠かない。 
 
▽折しも、そのトランプ政権の海図なき航海を待つ世界も、いたるところ先行き不透明というべき状況にあ

る。BREXIT 後の EU はテロで揺れ、トランプ流の排外主義、人種主義政治が台頭している。EU を先導

してきたメルケル独首相も大量の難民受け入れとベルリンでのテロの発生で苦境にあり、米国政策をたし

なめ、ときに押し戻すヨーロッパ を期待できるか不透明だ。 
 
▽アジアでは中国の集政権のあくなき軍事力強化、国際仲裁裁判所の裁定を歯牙にもかけない南シナ

海での軍事拠点づくりなど既成事実の積み重ね。暴走をやめない金正恩の北朝鮮。北の脅威に対応す

る上で、日米にとっても大事な韓国の朴大統領の職務停止。これまた数えだしたらきりがないほどの混迷

状況にある。米国の存在感が薄れていた中で、米国にもつれた糸をほぐすような建設的な役割を期待で

きるか。 ▽加えて虎視眈々と影響力拡大を図るプーチンのロシア。シリアをはさんだ米ロ対立の行方

は？ 
ISIS への対処で米ロ EU の協調は可能か？私たちの前には、どこをとっても不透明、不確実な世界が

広がっていると言うほかない。 
 
▽創設７０年の国連総会で昨年採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」と、昨年末の気候変動防止

をめざす「パリ協定」は、将来世代にとってはトランプ現象や BREXIT よりずっと大きな意味、世界、社

会、私たちの暮らしを変える可能性を持つ重要な出来事だと考える。 
 






